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私
た
ち
の
生
活
の
中
に
は
、
発
展
途
上

地
域
が
主
な
生
産
地
と
な
っ
て
い
る
一
次

産
品
が
数
多
く
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
商
品

が
貿
易
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
世
界
中
に

運
ば
れ
る
こ
と
は
、
生
産
国
に
と
っ
て
も
、

消
費
国
に
と
っ
て
も
、
経
済
の
発
展
に
資

す
る
こ
と
と
な
る
。
紅
茶
も
そ
う
し
た
一

次
産
品
で
あ
る
。

紅
茶
を
は
じ
め
と
す
る
お
茶
を
嗜
む
風

習
は
も
と
は
ア
ジ
ア
、
中
東
地
域
を
中
心

に
長
年
営
ま
れ
て
い
た
も
の
で
、
茶
葉
の

利
用
に
関
す
る
記
述
は
紀
元
前
二
七
三
七

年
に
遡
る
と
い
う
（
荒
木
安
正
、
松
田
昌

夫
著
『
紅
茶
の
事
典
』（
柴
田
書
店　

二

○
○
二
年
）。
し
た
が
っ
て
、
茶
葉
の
加

工
法
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
大
き
く

は
、「
発
酵
茶
」
と
「
不
発
酵
茶
」
に
二

分
さ
れ
る
。
日
本
茶
は
不
発
酵
茶
で
あ
る
。

発
酵
茶
は
、
さ
ら
に
、「
菌
類
発
酵
茶
」

と
「
酵
素
発
酵
茶
」
と
に
分
け
ら
れ
、
酵

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

素
発
酵
茶
は
、「
強
発
酵
茶
」
と
「
半
発

酵
茶
」
に
分
類
さ
れ
る
。
紅
茶
は
こ
の
強

発
酵
茶
に
分
類
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
烏

龍
茶
は
半
発
酵
茶
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
を
持
つ
紅
茶
が
一
七

世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
に
伝
え
ら
れ
て
、「
紅

茶
文
化
」
が
形
成
さ
れ
、
西
欧
世
界
に
広

ま
っ
た
。
事
情
は
前
出
『
紅
茶
の
事
典
』

に
詳
し
い
。
こ
の
『
紅
茶
の
事
典
』
の
前

半
は
項
目
だ
て
に
よ
る
紅
茶
関
連
用
語
集

で
、
後
半
で
は
、
紅
茶
を
め
ぐ
る
様
々
な

話
題
を
解
説
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
紅
茶
を
め
ぐ
る
環
境
は
、

こ
の
一
○
年
ほ
ど
で
様
変
わ
り
し
た
。
ひ

と
昔
前
は
、
喫
茶
店
は
コ
ー
ヒ
ー
と
決
ま

っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、

こ
こ
数
年
で
紅
茶
専
門
店
の
数
も
増
え
、

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
紅
茶
が
手
軽

に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ロ
イ
ヤ

ル
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
と
い
う
言
葉
も
一
般
的

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

紅
茶
周
辺
情
報
を
提
供
し
て
い
る
日
本

紅
茶
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.tea-

a.gr.jp/

に
よ
る
と
、
世
界
の
紅
茶
生
産
高

は
一
九
九
五
年
に
約
一
五
○
万
ト
ン
、
二

○
○
○
年
に
は
約
一
六
五
万
ト
ン
で
、
国

別
で
は
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ケ
ニ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
上
位
四
カ
国
に
な

っ
て
い
る
。
日
本
の
紅
茶
輸
入
実
績
を
二

○
○
五
年
一
月
か
ら
九
月
ま
で
の
累
計
で

見
る
と
、
輸
入
量
は
、
①
ス
リ
ラ
ン
カ
②

イ
ン
ド
の
二
カ
国
で
全
体
の
七
五
％
、
③

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
④
ケ
ニ
ア
⑤
中
国
の
三
カ

国
（
四
○
○
ト
ン
以
上
）
ま
で
含
め
る
と

九
四
％
に
な
る
。
し
か
し
、
金
額
で
見
る

と
、
①
ス
リ
ラ
ン
カ
②
イ
ギ
リ
ス
③
イ
ン

ド
④
中
国
⑤
フ
ラ
ン
ス
⑥
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（
一
億
円
以
上
の
み
）
と
い
う
順
番
に
な

る
。
輸
入
量
で
は
全
体
の
三
％
の
イ
ギ
リ

ス
が
輸
入
金
額
で
は
全
体
の
二
七
％
を
占

め
て
い
る
。
欧
米
諸
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る

紅
茶
は
、
高
級
茶
葉
を
厳
選
し
て
い
た
り
、

き
れ
い
な
器
に
入
れ
た
り
し
て
付
加
価
値

を
高
め
て
い
る
た
め
に
価
格
が
割
高
に
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
。
日
本
の
紅
茶
輸
入

金
額
に
占
め
る
欧
米
諸
国
の
割
合
は
二
○

○
○
年
に
二
三
％
だ
っ
た
も
の
が
、
二
○

○
五
年
一
月
／
九
月
累
計
で
は
三
六
％
と

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
発
展
途
上
地
域
か

ら
直
接
輸
入
さ
れ
る
紅
茶
と
の
違
い
を
認

識
し
て
上
手
に
購
入
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

近
年
、「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」
と
い
う

概
念
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
だ

ろ
う
か
。
も
と
も
と
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
一

九
六
○
年
代
に
生
ま
れ
た
概
念
で
、
紅
茶

な
ど
一
次
産
品
の
貿
易
が
生
産
者
側
の
犠

牲
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
途

上
国
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
、
労
働
力
に

見
合
っ
た
価
格
で
買
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
産
者
を
貧
困
か
ら
救
い
、
経
済
的
・
社

会
的
自
立
を
支
援
す
る
活
動
」
と
定
義
さ

れ
る
。
紅
茶
を
生
産
し
て
い
る
発
展
途
上

地
域
で
は
、
子
供
た
ち
が
学
校
へ
行
く
こ

と
も
で
き
ず
に
、
茶
摘
み
に
駆
り
出
さ
れ

た
り
、
重
労
働
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
も

の
が
購
入
者
の
都
合
で
安
く
買
わ
れ
た
り

し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
貧
困
が
解
消
さ

れ
ず
、
教
育
機
会
も
損
な
わ
れ
る
と
い
う

悪
循
環
が
生
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」
に
取
り
組
む
国
際
組
織

が
い
く
つ
も
誕
生
し
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

商
品
の
規
格
や
認
定
マ
ー
ク
が
導
入
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
運
動
は
有
機
農
産
物
運
動

と
も
連
携
し
て
い
る
。
国
際
組
織
と
し
て

は
、
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
に
拠
点
が
あ
る
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が
あ
げ
ら
れ
る
。
日
本
で
は
、
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
ジ
ャ
パ
ン
（
特
定
非
営
利
活
動
法

人
）
が
認
定
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
他
に

も
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
中
で
、
現
地
か
ら
直

接
紅
茶
な
ど
を
輸
入
・
販
売
す
る
こ
と
で

発
展
途
上
地
域
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
が
数
多
く
出
て
き
て
い
る
。
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
紅
茶
農
園
で
の
教
育
支
援
活

動
に
つ
い
て
書
か
れ
た
今
西
乃
子
文
、
浜

田
一
男
写
真
『
ぼ
く
の
夢
は
学
校
へ
行
く

こ
と
│
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
〜
紅
茶
畑
の
軒

下
教
室
か
ら
〜
』（
佼
成
出
版
社　

二
○

○
二
年
）
に
は
援
助
の
実
際
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
興
味
深
い
。

日
本
貿
易
振
興
機
構
で
は
、
ア
フ
リ
カ

の
紅
茶
産
業
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

『
ア
フ
リ
カ
の
台
所
〜
ア
フ
リ
カ
食
品
・

飲
料
企
業
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
〜
』
や
『
ケ

ニ
ア
紅
茶
の
お
は
な
し
』（
ど
ち
ら
も
二

○
○
五
年　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
も
公
開
中
）
な
ど

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
て
、
病
害
虫

の
心
配
が
な
い
た
め
に
無
農
薬
で
栽
培
さ

れ
る
東
ア
フ
リ
カ
（
ケ
ニ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ

ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
）
の
紅
茶
を
紹
介
し
て
い

る
。紅

茶
や
コ
ー
ヒ
ー
は
今
や
私
た
ち
の
日

々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
。
味
わ
い
の
中

に
発
展
途
上
地
域
の
香
り
を
感
じ
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
だ
。

（
す 

ず
き　

よ
う
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
図
書
館
）

紅
茶
か
ら
途
上
国
を

知
る

鈴
木
陽
子




